


















































































































































                                               



























                                               



























                                               


























                                               
4 大塚『梅子の舞』によれば、北支班のメンバーは佐賀県庁庶務課長の西川三郎を団長に、山口作次、原田
勝蔵、田口健逸（元にわか研究会）、石崎卯一（同）、古賀儀一（同）、筑紫美主子（当時、古賀美州子）、美































































































検索すると、検閲脚本 28 本のうち許可 15 本（大部分が「喜劇」に分類されている）、








                                               
7 「九州地区劇団占領期 GHQ 検閲台本」（ https://www.waseda.jp/enpaku/db/）は、当時、福岡市内にあっ
た CCDⅢ（第三地区民間検閲局）に保管されていた検閲用台本の副本を集めたもの。因みに CCD は東京に本
部を置き、全国を 3 つの地区割で管轄した。CCDⅠは東京に支局があり東日本地区、CCDⅡは大阪に支局があ
り関西地区、CCDⅢは福岡に支局があり九州・中国地区を担当した。占領統治期の脚本検閲の概要について



























































11 台東区教育委員会編『浅草六区興行史』台東区下町風俗資料館、昭和 58(1983)年。 
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す。興行は 3 月 1 日から 15 日までの予定だったが、30 日までの日延べとなり、以後筑紫














































 そして 1970 年代に入ると、マスコミや公的機関で美主子を評価する動きが急速に高ま
っていく。以下に一部を列記すると、昭和 48(1973)年、RKB 毎日制作、芸術祭参加番組
『まっくら』出演。昭和 50(1975)年、母校の循誘小学校創立百周年で佐賀にわか公演。












版。昭和 61(1986)年、NHK・ETV 特集『悲しすぎて笑う』放送。昭和 63(1988)年、竹井
広太『どろんこ人生―〈聞き書き〉筑紫美主子』（西日本新聞社）出版。平成 2(1990)
年、佐賀新聞文化賞受賞。平成 4(1992)年、地域文化振興の功績が認められ文部大臣賞受












































大塚清吾、写真集『筑紫美主子の世界 佐賀にわか 笑いと涙の女座長』凱風社、昭和      
56(1981)年。 
筑紫美主子『旅芸人の唄 筑紫美主子自伝』葦書房、昭和 56(1981)年。 
森崎和江『悲しすぎて笑う 女座長筑紫美主子の半生』文春文庫、昭和 63(1988)年。 
大塚清吾『梅子の舞 佐賀にわか 筑紫美主子』樹花舎、昭和 63(1988)年。 
島崎紀晃『筑紫美主子の拍子木たたいて五十年』佐賀新聞社、平成 2(1990)年。 




沢柳則明『人生 二人三脚』西日本新聞社、平成 26(2014)年 
 
【映像資料】 
ビデオ『NHK 特集 悲しすぎて笑う』ポニーキャニオン、平成 1(1989)年。 
DVD『ご存知 佐賀にわか！ 筑紫美主子の世界』全 13 巻、STS サガテレビ、2014 年。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
